
（参考２）

母子保健医療対策等総合支援事業実施要綱（抄）

第２ 事業内容

１ 子どもの心の診療拠点病院機構推進事業

(1) 事業目的

様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達障害に対応するため、都道府県におけ

る拠点病院を中核とし、地域の医療機関並びに児童相談所、保健所、市町村保健セ

ンター、要保護児童対策地域協議会、発達障害者支援センター、児童福祉施設及び

教育機関等（以下「保健福祉関係機関等」という。）と連携した支援体制の構築を

図る。

なお、本事業は、子どもの心の診療拠点病院としての施設及び設備基準、地域の

医療機関及び保健福祉関係機関等との連携体制等について検討するため、試行的に

実施するものである。

(2) 実施主体

本事業の実施主体は、都道府県とする。

(3) 事業内容

都道府県は、次に掲げる事業を実施するものとし、３年を限度に補助するものと

する。

① 子どもの心の診療支援（連携）事業

ア 地域の医療機関から相談を受けた様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達

障害の症例に対する診療支援

イ 地域の保健福祉関係機関等から相談を受けた様々な子どもの心の問題、児童

虐待や発達障害の症例に対する医学的支援

ウ 問題行動事例の発生時における医師等の派遣

エ 地域の保健福祉関係機関等との連携会議の開催

② 子どもの心の診療関係者研修事業

ア 医師及び関係専門職に対する実地研修等の実施

イ 地域の医療機関及び保健福祉関係機関等の職員等に対する講習会等の開催

③ 普及啓発・情報提供事業

子どもの心の診療に関する情報を幅広く収集し、地域の医療機関、保健福祉関

係機関等及び地域住民に対して、ホームページ等により適切な情報を提供すると

ともに、子どもの心の問題について普及啓発を図る。

(4) その他

本事業の実施にあたっては、中央拠点病院と連携を図り、適切な運営に努めるこ

と。


